
浸水継続時間が長い区域について

土砂災害ハザードマップは、石川県が指定した土砂災害(特別)
警戒区域をもとに作成しています。雨の降り方や状態によっては
この地図に示した場合以外でも土砂災害が
発生する可能性があります。

浸水継続時間の長い区域において、自宅の2階に避難した場合
● 家の外へ出られない　　　　　　　　　　　● 水や食料がなくなる
● 電気・ガス・水道が止まる　
● 衛生環境が悪化しても診療が受けられない
● 体調が悪化しても診療が受けられない　　　● ......etc

時間が経過するにつれて困難な問題が発生します

土砂災害警戒区域について

各地区や自主防災組織などで、ハザードマップを活用した避難訓練を企画・実施し、
災害に備えた地域づくりをしましょう。
また、中能登町が毎年実施している総合防災訓練などに積極的に参加しましょう。

　昭和60年（1985年）６月～７月の梅雨前線豪雨では、石川県内の各所で大規模な災害が発生しました。
　中能登町でも河川の氾濫や土砂の流出、ため池の決壊などにより、多くの被害が発生しました。二宮
川では７月13日に氾濫が発生。徳前、黒氏、一青地区で約220戸が床上・床下浸水しました。能登部下地
区では、７月８日の早朝、降り続いた雨で地盤が緩み土砂災害が発生しました。崩れた土砂が家屋を直撃
し、１階で寝ていた中学生が犠牲になりました。末坂地区では北谷池の堤体が崩壊し、付近の道路や農
地が流木や土砂で埋まりました。このほか町内各所で中小河川の氾濫や土砂の流出、農道の崩落などの
被害が発生しました。

　近年では、平成30年(2018年)８月31日～９月１日にかけての豪雨で、24時間雨量が能登部観測所(能
登部上地内)で277㎜、濁川橋観測所(徳前地内)で259㎜となりました。
　この時の豪雨では、大規模な河川氾濫や堤防の決壊などは発生しませんでしたが、二宮川では氾濫危
険水位に到達し、避難勧告が発令されました。

昭和６０年梅雨前線豪雨の雨量データ(気象庁)
期間：６月２４日～７月１３日(２０日間)
観測地点　期間の合計雨量　日最大雨量(観測日)
　七尾　　　　829㎜　　 　　144㎜ (７月８日)
　羽咋　　　　740㎜　　　 　127㎜ (７月８日)

過去の災害

浸水した一青区内（旧鳥屋町にて撮影）

中能登町土砂災害ハザードマップ 検 索

中能登町が作成した

土砂災害ハザードマップ
も確認しよう！！

水害に備えた事前の心構え

水害発生時における避難の心得 非常時に
持って出る物を
確認しよう！！

避難経路を
確認しよう！！

被害を抑えるための自衛策

梅雨や台風期の前には、家の周りの排水溝が詰
まっていないかの確認や、風で吹き飛ばされる物
の撤去等が必要です。

・家の前の排水溝が詰まっていないかの確認
・風で吹き飛ばされる物の撤去

・大きめのゴミ袋やポリタンク等に水を入れて、  水の侵入
  口となるところに並べます。
・プランターをつなげて水の侵入口となるところに並べます。
・長めの板と土嚢で臨時の止水板を作る。

浸水深が浅いときは、家庭にあるものを使って、水の
侵入を減少させることができます。具体的な方法は、
以下のとおりです。

洪水時に、川や地下道など危険な個
所には近づかないようにしましょう。

避難が難しいと判断した場合は、事故防
止のために自宅の２階や、近くの安全な
建物に避難しましょう。（※）

避難情報に注意し、避難勧告や避難
指示がでたら速やかに避難しましょう。
避難勧告がでていなくても危険を感じ
たら、自主的に避難しましょう。

◆避難時にはこのようなことに注意しましょう。

避難時には動きやすい服装で、家族
やご近所の方など２人以上で避難し
ましょう。

水深が自動車の床面を超えると、走行
が困難となり、大変危険です。また、緊急
車両の通行の妨げとなりますので、徒歩
で避難しましょう。

避難時にはご近所どうし声を掛け合い、
お年寄りや子ども、病気の人などの避難
に協力しましょう。

ハザードマップ

※自宅が家屋倒壊等氾濫想定区域にある、または浸水深が建物最上階の床の高さを上回る場合には、早期立退き避難が必要になります。

石川県土砂災害情報
システム
土砂災害の危険度を見ることがで
きます。
https://sabo.pref.ishikawa.lg.jp

地上デジタル放送
「dボタン」で気象情報
などが確認できます。

ケーブルテレビ「なかのとチャンネル」

中能登町安全・安心メール配信サービス

〈防災関連情報の入手先〉

災害関連情報の入手方法

気象庁

〈情報伝達経路〉

広報車
防災行政無線
音声告知端末 ケーブルテレビ

インターネット
町登録制メール
エリアメール

報道機関
携帯電話事業会社

中能登町民のみなさん

http://kasen.pref.ishikawa.jp/ishikawa/

石川県河川総合情報
システム
川の水位や雨量・川の様子な
どを見ることができます。

金沢地方気象台

https://www.jma-net.go.jp/kanazawa/

中能登町ホームページ

https://www.town.nakanoto.ishikawa.jp

https://www.micosfit.jp/ishikawa_pref_bousai/

石川県防災気象情報

https://www.town.nakanoto.ishikawa.jp/life
_service_local/1/2/1816.html

中能登町

中能登町公式LINE

緊急連絡先

中能登消防署　0767-76-0119
七尾警察署　0767-53-0110

石川県中能登土木総合事務所　0767-52-5100
石川県中能登農林総合事務所　0767-52-2583

中能登町役場
行政サービス庁舎
総　務　庁　舎 0767-74-1234

0767-72-3131
消防・警察

県関係機関

災害用伝言板災害用伝言板
◆ 災害用伝言板（web171）
　 災害が発生し、電話がつながりにくい状態に

なった場合、安否確認の伝言を録音できるサー
ビスです。
一般加入電話・公衆電話・携帯電話・PHS で
利用できます。

◆ 災害用伝言ダイヤル  局番なし 171
音声版の災害用伝言ダイヤルのほか、インターネッ
トを通じてパソコンや携帯電話などから安否情報の
書き込み・閲覧ができる「災害用伝言（web171) 」
があります。詳しくは NTT西日本、携帯電話会社に
お問い合わせ下さい。

令和７年３月 保存版

お問い合わせ　中能登町土木建設課　0767-72-3920
「測量法に基づく国土地理院長承認(複製)R5JHf 129」
「本製品を複製する場合には、国土地理院の長の承認を得なければならない。」

洪水ハザードマップ中部（鳥屋・鹿島・鹿西）
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74-2515

74-0135

74-2278

74-8065

74-0428

住所 電話番号

72-3792

74-2051

76-8181

74-0249

72-3983

74-2132

72-3303

76-2270

74-2055

中能登町の浸水想定区域内にある、避難時に支援が必要な方が利用している施設です。

要配慮者利用施設一覧

とりや児童館

とりやのの子ども園

老人福祉センター「ゆうゆう」

在宅複合施設「ほのぼの」

グループホーム 一青の家

末坂ナ部5番地

春木 11 部 38 番地

末坂2部 37 番地1

末坂2部 33 番地1

一青な部 2番地

名称

72-2600西馬場エ部 56 番地鹿寿苑

ろくせい児童館 能登部上へ部119番地4

こすもす保育園 良川た部3番地

あおば保育園 二宮カ部58番地

董仙会鳥屋診療所 末坂2部60番地1

デイサービスセンターひまわり 能登部上チ部30番地

なかお内科医院 良川る部 4番地 1

第二鹿寿苑 西馬場エ部64番地

なごみの里鹿島 浅井ろ部106番地

社会福祉法人つばさの会 良川け部71部1番地

想定される災害規模等により、順次開設されます。
町などから発信される情報について、常に最新のものを収集するよう心がけましょう。

名称 住所 電話番号 洪水時に
利用できる階

土砂災害時
利用可否

ラピア鹿島

鹿島体育センター

中能登中学校

全階

全階

全階

全階

全階

〇

〇

×

×

〇

井田に部 50 番地

井田い部 34 番地

良川け部 1番地 1

76-1900

76-1848

74-8080

つくし保育園 水白19部1番地1 77-8181

あおば保育園 二宮カ部58番地 76-8181

災害時に指定避難所で避難生活が困難な高齢者、障がい者などが利用できる避難所です。

〈避難所の種類について〉

必要に応じて開設される避難所であり、最初から避難所として利用することはできません。
※老人福祉センター「ゆうゆう」は洪水時使用不可

福祉避難所一覧

名称 住所 電話番号

72-2600西馬場エ部56番地鹿寿苑

老人福祉センター「ゆうゆう」 末坂2部37番1地 74-2278

74-2055社会福祉法人つばさの会 良川け部71部1番地

指定緊急避難場所
（中能登町運動公園、レクトピアパーク等）：避難が必要となった場合に緊急的に避難する施設。
指定避難所：災害時に利用できる避難所。

〇ふるさと創修館 一青こ部19番地1 74-2735 2 階以上

指定避難所一覧

2階以上が水没
早
期
立
退
き
が

必
要
！

凡例・記号

1︓35,000
0 0.5 1 1.5 2 2.5 30.25

km

●想定し得る最大降雨量
二宮川　780ｍｍ/24時間　　羽咋川　708ｍｍ/24時間　　
長曽川　813mm/24時間　　金丸川　813mm/24時間　　
久江川　813mm/24時間　　地獄谷川　813mm/24時間　　
熊野川　813mm/24時間　　二宮川（上流側）　813mm/24時間
伊久留川　813mm/24時間　　石塚川　813mm/24時間

浸水想定区域（想定最大規模1000年に1回程度）

災害への心構えを高めましょう。

既に災害が発生している状況
です。
命を守るための最善の行動を
とって下さい。

緊急安全確保※２

高齢者等避難

※２
災害が実際に発生している
ことを把握した場合に、可能
な範囲で発令
（中能登町が発令）

速やかに避難先へ避難して下さい。
公的な避難場所までの移動が
危険と思われる場合は、近くの
安全な場所や、自宅内のより安
全な場所に避難して下さい。

避難指示
（中能登町が発令）

避難に時間を要する人（ご高齢の
方、障がいのある方、乳幼児等）と
その支援者は避難を開始して
下さい。その他の人は、避難の
準備をして下さい。

（中能登町が発令）

洪水注意報
大雨注意報等
（気象庁が発表）

早期注意情報
（気象庁が発表）

避難に備え、ハザードマップ等に
より、自らの避難行動を確認しま
しょう。 これらは、住民が自主的に

避難行動をとるために参考
とする情報です。

町は、様々な情報をもとに避難情報を発令する判断を行うことから、必ずしも防災気象情報と同じレベルの
避難情報が、同時に発令されるわけではありません。
自らの命は自ら守る意識を持って、防災気象情報も参考にしながら適切な避難行動をとって下さい。

大雨時の取るべき行動

災害時の避難施設

災害時の連絡先

家族の集合場所

家 族 の 連 絡 先


